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副主任らが名を連ねている。実践編冒頭の第８章では、
外国での実践と経験例として、ドイツについては11

ページ、日本については19ページを割いて、関連す
る事項や関連法令が紹介されている。また同章第3節
「国際経験及びわが国への啓発」の中でも日本の事例
が詳細に紹介されている。同時に、中国における循環
型経済の内容が、日独両国以上に広範な領域にまた
がっていること、日独の場合はすでに工業化社会形成
過程における伝統的環境問題を克服しており、その上
に立った循環型経済の形成が進められているが（例え
ば静脈産業主体のエコタウン）、中国は現在急速に進
む工業化過程での複合的環境問題に直面しているこ
と、中国の生態工業園区では生態バランスとゼロエ
ミッションを併せて追求する必要があり、静脈産業と
動脈産業の共生が求められていること等の見解が示さ
れている。（劉超）




